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【出願番号】特願2013-528145(P2013-528145)
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【手続補正書】
【提出日】平成26年9月9日(2014.9.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　呼吸管の一部を形成する、または前記呼吸管を形成する構成要素であって、
　単一押出成形物から形成された発泡壁を有する管状本体を含み、
　前記発泡壁は、前記壁表面の表面張力を変えることによって表面改質されており、
　前記管状本体内の液体または形成されている可能性のある凝縮物の視覚的検出を可能に
する十分な最低限の光透過性を有する、構成要素。
【請求項２】
　前記発泡壁が化学的手段または物理的手段によって表面改質されている、請求項１に記
載の構成要素。
【請求項３】
　前記発泡壁は、前記壁表面の前記表面張力を増加することにより表面改質されている、
請求項１または２に記載の構成要素。
【請求項４】
　前記管状本体の前記壁が波形であるか、波形の外形のものであり、前記波形の外形は交
互する外部波頂部または環状突出部と、内部波底部または環状凹部とを含む、請求項１～
３のいずれか１項に記載の構成要素。
【請求項５】
　前記管状本体が環状波形形状または螺旋波形形状のものである、請求項４に記載の構成
要素。
【請求項６】
　前記外部波頂部が前記管状本体の最大内半径および最大外半径の位置に相当し、前記内
部波頂部が前記管状本体の最小内半径および最小外半径の位置に相当する、請求項４また
は５に記載の構成要素。
【請求項７】
　前記管状本体が実質的に均一な壁厚を有する、請求項１～６のいずれか１項に記載の構
成要素。
【請求項８】
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　前記壁厚が約０．４ｍｍ～約０．８ｍｍである、請求項１～７のいずれか１項に記載の
構成要素。
【請求項９】
　前記壁厚が厚さ約０．６ｍｍである、請求項１～８のいずれか１項に記載の構成要素。
【請求項１０】
　前記発泡壁が、少なくとも、前記発泡壁によって境界を定められた前記管状本体の前記
内部を断熱している、請求項１～９のいずれか１項に記載の構成要素。
【請求項１１】
　前記発泡壁が約０．２～０．４Ｗ／ｍ－°Ｋ（ワット／メートル度ケルビン）の熱伝導
率を有する、請求項１～１０のいずれか１項に記載の構成要素。
【請求項１２】
　前記発泡壁が約０．３Ｗ／ｍ－°Ｋの熱伝導抵抗を有する、請求項１～１１のいずれか
１項に記載の構成要素。
【請求項１３】
　前記発泡壁が発泡高分子材料の単一片である、請求項１～１２のいずれか１項に記載の
構成要素。
【請求項１４】
　前記発泡壁が約５．５％～約７．５％の空隙率を有する、請求項１～１３のいずれか１
項に記載の構成要素。
【請求項１５】
　前記押出成形物が１種または複数種の高分子を含む、請求項１～１４のいずれか１項に
記載の構成要素。
【請求項１６】
　前記押出成形物が、直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、低密度ポリエチレン（
ＬＤＰＥ）、ポリプロピレン（ＰＰ）、ポリオレフィンプラストマ（ＰＯＰ）、エチレン
酢酸ビニル（ＥＶＡ）、可塑化ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）の１種または複数種またはこれ
ら材料のブレンドを含む、請求項１～１５のいずれか１項に記載の構成要素。
【請求項１７】
　前記押出成形物が１種または複数種の化学発泡剤をさらに含む、請求項１～１６のいず
れか１項に記載の構成要素。
【請求項１８】
　前記押出成形物が、酸化カルシウムを含む１種または複数種の化学発泡剤をさらに含む
、請求項１～１７のいずれか１項に記載の構成要素。
【請求項１９】
　前記押出成形物が１種または複数種の表面改質剤をさらに含む、請求項１～１８のいず
れか１項に記載の構成要素。
【請求項２０】
　前記押出成形物が、グリセロールモノステアレート（ＧＭＳ）、エトキシル化アミン、
アルカンスルホン酸ナトリウム塩またはラウリン酸ジエタノールアミンを含む１種または
複数種の表面改質剤をさらに含む、請求項１～１９のいずれか１項に記載の構成要素。
【請求項２１】
　前記押出成形物が、前記押出成形物全体の少なくとも約９８．４重量パーセント（ｗｔ
．％）の高分子（１種）または高分子（複数種）を含む、請求項１～２０のいずれか１項
に記載の構成要素。
【請求項２２】
　前記押出成形物が、前記押出成形物全体の少なくとも約９９．４９ｗｔ．％または９９
．４８８９ｗｔ．％の高分子（１種）または高分子（複数種）を含む、請求項１～２１の
いずれか１項に記載の構成要素。
【請求項２３】
　前記押出成形物が前記押出成形物全体の少なくとも約０．００５重量パーセント（ｗｔ
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．％）の化学発泡剤を含む、請求項１～２２のいずれか１項に記載の構成要素。
【請求項２４】
　前記押出成形物が前記押出成形物全体の約０．０１ｗｔ．％～０．０１２ｗｔ．％の化
学発泡剤を含む、請求項１～２３のいずれか１項に記載の構成要素。
【請求項２５】
　前記押出成形物が前記押出成形物全体の少なくとも約０．０５重量パーセント（ｗｔ．
％）の表面改質剤を含む、請求項１～２４のいずれか１項に記載の構成要素。
【請求項２６】
　前記押出成形物が前記押出成形物全体の約０．２５ｗｔ．％～０．５ｗｔ．％の表面改
質剤を含む、請求項１～２５のいずれか１項に記載の構成要素。
【請求項２７】
　前記結果として形成された管状本体が約４５度未満の表面特性接触角を可能にする、請
求項１～２６のいずれか１項に記載の構成要素。
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